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町長メッセージ
明和町長　中井 幸充

明和町再生プランの中でも、検討項目の一つ

として挙げていました「日曜（窓口）開庁」を、

この３月から開始します。

以前から「日曜日に役場が開いていると助か

るんやけど・・・」といった声をいただいてい

ました。そのような声におこたえし、親しまれ、

利用しやすい役場を目指そうと取り組みます。

日曜開庁は「窓口事務」を中心に、１年間試

行実施します。

この試行期間中、町職員は、交代制で限られ

た人員で対応します。ご用件の内容によっては、

多少お待ちいただく場合もあろうかと思います

が、町民の皆さんのご理解とご支援を得て、よ

りよいものに作り上げていきたいと考えていま

す。どうかよろしくお願い致します。

■
取
り
扱
い
事
務

前
記
各
課
の

窓
口
事
務
が
中
心
と
な
り
ま
す

※
取
り
扱
い
事
務
の
詳
細
な
内
容

は
、
別
途
、
各
世
帯
に
お
配
り
し

ま
し
た
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
チ
ラ

シ
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
日
曜
日
は
、
国
や
県
の
関
係
機

関
が
開
い
て
い
な
い
た
め
、
連
絡

調
整
が
必
要
な
事
務
は
、
即
日
対

応
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

①
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
全
般
に
つ

い
て
＝
町
行
財
政
改
革
推
進
室

（
H
52
・
７
１
１
０
）

②
窓
口
を
開
く
各
課
の
取
り
扱
い

事
務
の
詳
細
に
つ
い
て
＝
各
担

当
課

■
窓
口
を
開
く
課

総
務
課
、
企

画
課
、
税
務
課
、
町
民
課
、
福

祉
課
、
人
権
課
、
環
境
課
、
上

下
水
道
課
、
斎
宮
跡
課
、
出
納

室
、
学
校
教
育
課

取
り
扱
い
事
務
は

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
開
庁
日

原
則
と
し
て
毎
週

日
曜
日

※
年
末
年
始
、
選
挙
投
票
日
、
そ

の
ほ
か
町
職
員
が
多
数
動
員
さ
れ

る
日
な
ど
は
開
庁
し
ま
せ
ん
。
各

月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
実
施
日

は
、
毎
月
の
広
報
め
い
わ
な
ど
で

も
、
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
３
月
の
開
庁
日

２
日
、
９
日
、

16
日
、
23
日
、
30
日
（
各
日
曜

日
）

■
開
庁
時
間

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
間

は
、
窓
口
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
３
月
２
日
PP
か
ら
「
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
」
を
試
行
実

施
し
ま
す
。
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
で
は
、
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
各
種

証
明
書
の
発
行
や
各
種
申
請
書
の
受
付
事
務
な
ど
、
１
１
５
の
事
務

を
行
い
ま
す
。

平
日
に
役
場
に
来
庁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
皆
さ
ん
、
日
曜
（
窓

口
）
開
庁
で
、
住
民
票
や
諸
証
明
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３
月
２
日
か
ら

日
曜
（
窓
口
）
開
庁
を
試
行
実
施

各
種
証
明
書
の
発
行
や
申
請
書
の
受
け
付
け
な
ど
１
１
５
窓
口
事
務
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■
質
問

広
域
圏
道
路
の
自
歩
道

の
計
画
は
？

答
え

国
の
補
助
を
受
け
、
現

在
、
国
道
23
号
か
ら
前
野
の
間

を
工
事
中
で
す
。
国
の
補
助
額

に
も
よ
り
ま
す
が
、
前
野
か
ら

坂
本
の
間
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
25
年
度
で
整
備
す
る
考
え
で

す
（
町
長
）。

■
質
問

明
和
中
央
線
の
改
良
計

画
は
？

答
え

国
道
23
号
の
行
部
２
交

差
点
付
近
は
、
平
成
20
年
３
月

に
工
事
が
終
了
予
定
で
す
。
残

り
は
、
財
政
状
況
を
勘
案
の
上
、

改
め
て
検
討
し
ま
す
（
町
長
）。

■
質
問

学
校
施
設
の
統
廃
合

は
？

答
え

現
在
、
学
校
の
統
廃
合

は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ

数
年
、
出
生
か
ら
入
学
前
ま
で

の
子
ど
も
の
人
数
は
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
長
期
的
に
み

て
、
統
廃
合
は
検
討
す
べ
き
で

す
（
教
育
長
）。

■
質
問

町
の
借
金
残
高
、
預
金

残
高
は
？

答
え

平
成
18
年
度
で
、
基
金

（
預
金
）
の
総
額
は
約
23
億
円
。

町
債
（
借
金
）
の
総
額
（
一

般
・
特
別
・
企
業
会
計
の
全
合

計
）
は
約
１
４
９
億
円
で
す
。

借
金
の
総
額
の
限
度
は
、
法
的

に
は
特
に
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
一
般
的
に
は
、
一
般
会
計

の
決
算
額
の
倍
ま
で
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
町
の
一
般
会
計

は
約
65
億
円
で
す
か
ら
、
そ
の

倍
額
は
１
３
０
億
円
と
な
り
、

や
や
借
り
過
ぎ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
こ
数

年
、
公
債
費
（
借
金
返
済
）
が
、

年
約
10
億
円
あ
り
、
借
金
が
増

え
る
と
そ
の
借
金
の
返
済
に
縛

ら
れ
て
、
後
の
運
用
が
し
に
く

く
な
り
ま
す
（
町
長
）。

■
質
問

職
員
の
定
員
削
減
で
す

が
、
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
に

な
っ
て
は
困
り
ま
す
。

答
え

国
か
ら
の
申
し
入
れ
も

あ
り
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
現

在
ま
で
に
、
行
政
部
門
な
ど
で
、

約
５
％
を
減
ら
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
保
育
所
や
幼
稚

園
は
、
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て

配
置
職
員
数
が
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
需
要
に
お
こ
た
え

す
る
た
め
に
そ
の
定
数
は
維
持

し
、
臨
時
保
育
士
・
教
諭
で
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。
正
職
員
で

や
る
べ
き
仕
事
の
見
極
め
や
、

業
務
委
託
な
ど
幅
広
い
検
討
が

必
要
で
す
。

■
質
問

企
業
誘
致
の
見
込
み

は
？

答
え

明
和
消
防
署
南
側
の
遊

休
地
は
、
所
有
者
に
活
用
を
要

請
し
、
ま
た
、
大
仏
山
工
業
団

地
地
域
へ
の
誘
致
も
知
事
に
折

衝
し
て
い
ま
す
が
、
大
変
難
し

い
状
況
で
す
。
企
業
進
出
の
引

き
合
い
は
、
県
北
勢
地
域
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
条
件
整
備
面

で
は
、
道
路
整
備
や
大
き
な
優

遇
措
置
が
な
い
と
誘
致
で
き
な

い
と
い
う
指
摘
も
受
け
て
お

り
、
引
き
続
き
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
（
町
長
）。

■
質
問

下
水
道
の
進
み
具
合

は
？

答
え

下
御
糸
地
区
は
農
業
集

落
排
水
事
業
で
整
備
、
馬
之
上

か
ら
北
側
の
上
御
糸
・
下
御
糸

地
区
も
、
同
事
業
で
整
備
す
る

予
定
で
す
。
公
共
下
水
道
の
宮

川
流
域
下
水
道
で
、
大
淀
・
斎

宮
・
明
星
地
区
を
計
画
し
て
い

ま
す
が
、
全
体
的
に
は
、
伊
勢

地
域
か
ら
進
め
て
お
り
、
明
和

町
へ
の
到
達
は
、
ま
だ
ま
だ
先

で
す
。
そ
こ
で
、
役
場
周
辺
は

フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
で
整
備
し

て
い
ま
す
（
町
長
）。

■
質
問

今
後
、
町
は
合
併
は
し

な
い
の
で
す
か
？

答
え

平
成
の
大
合
併
で
全
国

で
約
３
３
０
０
あ
っ
た
市
町
村

が
、
約
１
８
０
０
に
な
り
ま
し

た
。
国
で
は
、
道
州
制
も
検
討

中
で
、
基
礎
的
な
自
治
体
の
規

模
が
30
万
人
程
度
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
現
時
点
で
は
、

松
阪
市
や
伊
勢
市
は
合
併
し
た

ば
か
り
で
、
新
た
な
合
併
の
受

け
入
れ
は
難
し
い
状
況
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
明
和
町
は
単
独

に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
（
町

長
）。

■
質
問

今
後
の
農
政
、
特
に
米

づ
く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
す

か
？

答
え

担
い
手
も
相
当
な
耕
作

面
積
が
あ
り
、
経
営
規
模
拡
大

に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

発
揮
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
農

地
が
分
散
し
て
お
り
作
業
効
率

が
低
い
の
が
悩
み
で
す
。
稲
作

は
、
水
管
理
や
用
排
水
路
管
理
、

草
の
管
理
な
ど
も
あ
り
、
土
地

利
用
を
取
り
ま
と
め
や
す
い
集

落
単
位
で
営
農
組
織
を
組
ん
で

い
く
「
集
落
営
農
」
も
検
討
す

べ
き
で
す
（
町
長
）。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
町
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
行
財
政
改
革
推
進
室
（
H

52
・
７
１
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
10
月
下
旬
か
ら
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

町
内
各
所
12
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
「
町
政
懇
談
会
」
に
は
、
合
計
約
４

０
０
人
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

懇
談
会
で
は
「
明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
」
の
背
景
と
な
る
、
町
の
財
政
事

情
な
ど
の
ほ
か
、
平
成
20
年
度
に
向
け
て
検
討
中
の
事
業
な
ど
を
ご
紹
介

し
た
後
、
参
加
者
と
町
長
・
町
職
員
の
間
で
、
広
く
町
政
全
般
に
わ
た
っ

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
政
全
般
に
広
く
ご
意
見

町
内
各
所
の
町
政
懇
談
会
で

自歩道整備の工事が進む広域圏道路（町道前
野・川尻線）
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１
月
28
日
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

で
「
い
ち
ご
大
福
」
作
り
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
の
地

域
交
流
事
業
「
楽
し
い
手
作
り
教

室
」
の
一
つ
。
町
内
の
皆
さ
ん
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
権
意
識

の
高
揚
と
、
参
加
者
相
互
の
交
流

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
陶
芸
や

料
理
教
室
な
ど
、
毎
月
多
彩
な
各

種
催
し
を
企
画
・
開
催
し
て
い
ま

す
。こ

の
日
の
講
師
は
、
町
内
の
和

菓
子
店
主
の
西
山
　
肇
さ
ん
と
松

田
俊
男
さ
ん
。
へ
た
を
取
っ
た
イ

チ
ゴ
を
白
あ
ん
で
く
る
み
、
最
後

に
白
や
ピ
ン
ク
色
の
も
ち
で
あ
ん

を
包
ん
で
、
春
を
感
じ
さ
せ
る
和

菓
子
「
い
ち
ご
大
福
」
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

※
町
人
権
セ
ン
タ
ー
の
各
種
催
し

に
つ
い
て
は
、
本
紙
10
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

春の和菓子を作ろう！いちご大福作り教室

町人権センターで

町
中
央
公
民
館
北
側
の
畑
で
、

３
歳
児
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
、
農
作
物

の
栽
培
教
室
「
農
作
物
を
つ
く
っ

て
食
べ
よ
う
！
」
が
行
わ
れ
、
17

組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
町
青
少
年
育
成

町
民
の
会
と
町
教
育
委
員
会
が
共

催
し
た
も
の
で
、
昨
年
の
６
月
か

ら
計
５
回
の
教
室
を
開
催
。
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗
植
え
や
ニ
ン
ジ
ン
の

種
ま
き
に
始
ま
り
、
夏
に
は
キ
ャ

ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
種
ま
き

を
行
い
ま
し
た
。

２
月
16
日
の
教
室
最
終
日
、
こ

の
日
は
ダ
イ
コ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
の
収
穫
の
後
「
食
育
げ
ん
き
ッ

ズ
」
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

中
央
公
民
館
の
調
理
室
で
、
冬
野

菜
の
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
自
分

農
作
物
を
つ
く
っ
て
食
べ
よ
う
！

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で

親
子
で
農
作
物
の
栽
培
を
体
験

た
ち
で
育
て
、
収
穫
し
た
野
菜
を

親
子
で
調
理
し
て
、
み
ん
な
で
食

事
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
3
地
方
自

治
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
普
及
広

報
を
目
的
と
し
た
「
青
少
年
健
全

育
成
助
成
事
業
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
、
町
で
は

こ
の
教
室
の
ほ
か
、
同
事
業
を
活

用
し
、
昨
年
の
10
月
９
・
10
日
の

２
日
間
、
町
内
の
32
人
の
小
学
生

児
童
が
参
加
し
た
「
曽
爾
高
原
自

然
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
７
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

収穫した野菜を自分たちで料理

イチゴを白あんでくるみ、もちで包むと「いちご大福」の出来上がり
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広報めいわ　広報めいわ　2008年3月号月号 広報めいわ　2008年3月号 

２
月
10
日
、
町
中
央
公
民
館
で

「
親
子
で
つ
く
る
木
工
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
家
庭
教
育
力
を
向
上

し
て
も
ら
お
う
と
、
町
家
庭
教
育

推
進
協
議
会
と
町
教
育
委
員
会
が

共
催
。
小
学
生
児
童
と
そ
の
親
の

皆
さ
ん
37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
三
重
県
技
能
士
会

か
ら
会
員
６
人
を
講
師
に
迎
え
、

ご
み
箱
作
り
に
挑
戦
。
杉
板
や
桟

（
さ
ん
）
な
ど
準
備
さ
れ
た
材
料

を
、
差
し
金
で
寸
法
を
測
り
な
が

ら
、
親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
ご
み

箱
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

く
ぎ
を
打
つ
子
ど
も
の
手
元
を

心
配
し
な
が
ら
「
金
づ
ち
は
、
上

か
ら
真
っ
す
ぐ
打
つ
ん
だ
よ
」
と

お
父
さ
ん
。
「
板
が
曲
が
っ
て
い

る
よ
。
し
っ
か
り
押
さ
え
て
よ
」

と
子
ど
も
た
ち
。
和
や
か
な
会
話

が
弾
む
中
「
ト
ン
ト
ン
ト
ン
」
と

く
ぎ
を
打
つ
音
が
、
心
地
よ
く
会

場
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

親
子
で
つ
く
る
木
工
教
室
で

ご
み
箱
作
り
に
挑
戦

が
主
催

「裁判員に選ばれたら？」制度を学ぶ

明和町人権を守る会の懇談会

２
月
１
日
の
夜
、
明
和
町
人
権

を
守
る
会
の
懇
談
会
が
、
町
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
、
同
会
の
会
員
の

ほ
か
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
な
ど
約

30
人
が
参
加
。
津
地
方
検
察
庁
の

職
員
を
講
師
に
招
き
、
平
成
21
年

の
春
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
裁
判

員
制
度
」
を
学
習
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
法
務
省
の
広
報
ビ
デ

オ
「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
、
も

し
も
あ
な
た
が
選
ば
れ
た
ら
」
を

鑑
賞
。
そ
の
後
「
裁
判
員
の
選
定
、

対
象
事
件
」
や
「
公
判
、
評
議
・

評
決
」
な
ど
、
講
師
が
制
度
の
詳

細
な
内
容
や
流
れ
を
説
明
し
ま
し

た
。続

い
て
行
わ
れ
た
懇
談
で
は

「
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

判
決
後
に
報
復
を
受
け
な
い
か
」

「
身
分
保
障
や
拘
束
さ
れ
る
日
数

は
」
ま
た
「
法
律
の
知
識
が
な
く

て
も
大
丈
夫
か
」
な
ど
、
活
発
な

質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
結
果

◇
第
15
回
明
和
町
新
春
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
１
月
20
日
、
町
総
合
体
育
館
、
参
加
30

チ
ー
ム
、
町
関
係
分
）

■
ブ
ロ
ン
ズ
の
部
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
＝
①
レ
ジ
ェ
ン

ド
１
③
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ

■
同
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
＝
③
ス
マ
イ
リ
ー
ズ
１

■
同
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
＝
①
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

１
②
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
２
③
ス
マ
イ
リ

ー
ズ
２

■
シ
ル
バ
ー
の
部
＝
①
レ
ジ
ェ
ン
ド
２
③
ナ
イ

ス
デ
ー

■
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
＝
①
ス
マ
イ

リ
ー
ズ
Ａ
②
ス
マ
イ
リ
ー
ズ
Ｂ

■
同
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
＝
②
土
曜
会
③
ス
マ
イ
リ
ー

ズ
Ｃ

裁判員制度について懇談

親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
ご
み
箱
作
り
に
挑
戦

町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

町

教

育

委

員

会

親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
ご
み
箱
作
り
に
挑
戦

出
来
上
が
っ
た
ご
み
箱
。
傘
立
て
な
ど

に
も
使
え
ま
す
ね
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平
成
20
年
４
月
か
ら
高
齢
者
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

給
　
　
　
付

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
じ
よ

う
に
、
保
険
医
療
機
関
に
か
か
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
医
療
機
関
で
は
、
被
保
険

者
証
の
提
示
に
よ
っ
て
、
医
療
の

給
付
の
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
保
険
医
療
機
関

窓
口
へ
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
受

け
ら
れ
る
主
な
給
付
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
現
行
の
老
人
保
健
制

度
と
同
様
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
。療

養
の
給
付

病
気
や
け
が
で
医
療
を
受
け
る

と
き
の
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
現
役
並
み
所
得
者
　
３
割

②
そ
の
他
（
①
以
外
の
人
）

１
割

入
院
時
食
事
療
養
費

被
保
険
者
が
入
院
し
た
と
き
の

食
費
は
、
１
食
２
６
０
円
（
１
日

３
食
ま
で
）
が
自
己
負
担
分
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
は
、
入
院
の
際
に
標
準
負
担
額

が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人

は
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
、
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
同
認
定
証
は
、
事
前
に
町
窓
口

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
以
下
、

同
じ
で
す
）。

※
次
ペ
ー
ジ
の
表
１
を
参
照
く
だ

さ
い
。

入
院
時
生
活
療
養
費

被
保
険
者
が
療
養
病
床
に
入
院

し
た
と
き
は
、
食
費
と
居
住
費
に

か
か
る
費
用
の
う
ち
、
決
め
ら
れ

た
負
担
額
（
標
準
負
担
額
）
が
自

己
負
担
分
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人

は
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
、
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
の
表
２
を
参
照
く
だ

さ
い
。

特
別
療
養
費

被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
が
保
険
医
療
機

関
に
か
か
り
、
医
療
費
の
全
額
を

支
払
っ
た
場
合
、
申
請
に
基
づ
き

支
払
っ
た
額
の
う
ち
自
己
負
担
額

を
除
い
た
額
が
、
特
別
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
被
保
険
者
資
格
証
明
書
＝
災
害

な
ど
の
特
別
な
理
由
が
な
く
、
１

年
以
上
保
険
料
の
滞
納
が
続
い
た

場
合
に
は
、
被
保
険
者
証
を
返
還

し
て
も
ら
い
「
資
格
証
明
書
」
を

交
付
し
ま
す
。
資
格
証
明
書
の
交

付
を
受
け
た
場
合
、
保
険
医
療
機

関
の
窓
口
で
は
、
い
っ
た
ん
医
療

費
の
全
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
町
窓
口
へ
の
申
請

に
基
づ
き
、
保
険
給
付
費
相
当
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

療
養
費

次
の
場
合
で
医
療
費
の
全
額
を

支
払
っ
た
と
き
、
町
窓
口
へ
の
申

請
に
基
づ
き
、
支
払
っ
た
費
用
の

一
部
が
、
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
急
病
な
ど
で
、
被
保
険
者
証
を

持
た
ず
に
診
療
を
受
け
た
と
き

②
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、
コ
ル

セ
ッ
ト
や
ギ
ブ
ス
な
ど
の
補
装

具
の
費
用
が
か
か
っ
た
と
き

③
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き

④
骨
折
や
捻
挫
な
ど
で
、
柔
道
整

復
師
の
施
術
を
受
け
た
と
き

⑤
海
外
渡
航
中
に
治
療
を
受
け
た

と
き

⑥
手
術
な
ど
で
輸
血
に
用
い
た
生

血
代

高
額
療
養
費

１
か
月
間
の
医
療
費
が
、
一
定

の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
町

窓
口
へ
の
申
請
に
基
づ
き
、
超
過

額
が
、
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
老
人
保
健
法
を
改
正
し
た
法

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
す
で
に
老
人
保
健
で
申
請
の

あ
る
口
座
情
報
に
つ
い
て
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
引
き
継
ぎ

ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人

は
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
、
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
入
院

時
の
食
事
代
や
保
険
診
療
外
の
差

額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）。

※
次
ペ
ー
ジ
の
表
３
を
参
照
く
だ

さ
い
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す
）

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
「
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
の
高
齢
者
。
65
歳
以

上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、
制
度
に
加
入
す
る
人
を
含
み
ま
す
）」
の
皆
さ
ん
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
財
政
基

盤
の
安
定
化
を
主
要
な
目
的
と
し
て
、
従
来
の
老
人
保
健
制
度
か
ら
、
独
立
し
た
医
療
保
険
制
度
で
あ
る
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
「
資
格
」
と
「
保
険
料
」
に
つ
い
て
は
、
本
紙
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今

月
号
で
は
、
引
き
続
き
「
給
付
」
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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広報めいわ　広報めいわ　2008年3月号月号 広報めいわ　2008年3月号 

高
額
介
護
合
算
療
養
費

（
平
成
20
年
４
月
新
設
）

１
年
間
（
毎
年
８
月
１
日
か
ら

翌
年
７
月
31
日
ま
で
）
の
医
療
費

の
自
己
負
担
額
と
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
た

額
が
、
一
定
の
限
度
額
を
超
え
た

場
合
は
、
町
窓
口
へ
の
申
請
に
基

づ
き
、
超
過
額
が
高
額
介
護
合
算

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
表
４
を
参
照
く
だ
さ
い
。

保
険
外
併
用
療
養
費

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
療
養
を

受
け
る
と
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る

部
分
が
あ
っ
て
も
、
全
額
が
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定

め
る
先
進
医
療
や
、
特
定
の
保
険

外
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
通
常

の
治
療
と
共
通
す
る
部
分
（
診

察
・
検
査
・
投
薬
・
入
院
料
）
の

費
用
に
つ
い
て
は
、
保
険
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

訪
問
看
護
療
養
費

自
宅
で
療
養
し
て
い
る
人
が
、

主
治
医
の
指
示
に
基
づ
き
、
訪
問

看
護
師
か
ら
療
養
上
の
お
世
話
や

必
要
な
診
療
の
補
助
を
受
け
た
場

合
、
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
（
現

役
並
み
所
得
者
の
人
は
３
割
）
が

自
己
負
担
分
と
な
り
ま
す
。

移
送
費

病
気
や
け
が
で
移
動
が
困
難
な

人
が
、
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、

一
時
的
・
緊
急
的
必
要
が
あ
り
、

や
む
を
え
ず
病
院
な
ど
に
転
院
な

ど
し
た
と
き
に
要
し
た
費
用
は
、

い
っ
た
ん
全
額
を
支
払
い
、
町
窓

口
へ
の
申
請
に
基
づ
き
、
三
重
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
必

要
と
認
め
た
と
き
、
移
送
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
通
院
に
か
か
る
費
用

は
、
そ
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

第
三
者
行
為

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
て
治
療
を

受
け
る
場
合
、
原
則
と
し
て
加
害

者
が
医
療
費
を
負
担
す
べ
き
も
の

で
す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
治
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
町
窓
口
へ
必
ず
そ
の
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

葬
祭
費

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

に
、
葬
祭
を
行
っ
た
人
の

申
請
に
基
づ
き
５
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

保
健
事
業

被
保
険
者
の
健
康
の
保

持
増
進
の
た
め
に
、
健
康

診
査
を
行
い
ま
す
。

実
施
方
法
は
、
介
護
保

険
制
度
の
生
活
機
能
評
価

と
の
同
時
実
施
、
県
内
い

ず
れ
の
健
診
機
関
で
も
受

診
可
能
な
フ
リ
ー
ア
ク
セ

ス
制
度
の
構
築
を
行
い
ま

す
。な

お
、
利
用
者
負
担
額

は
一
定
額
を
徴
収
し
ま

す
。

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

の
交
付

被
保
険
者
証
は
、
１
人
に
１
枚

を
交
付
し
ま
す
。

①
老
人
保
健
制
度
か
ら
の
移
行
す

る
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
被
保

険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

②
制
度
施
行
後
に
75
歳
に
な
る
人

に
は
、
75
歳
到
達
日
の
前
に
被

保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

③
障
が
い
認
定
申
請
を
し
た
人
に

は
、
認
定
後
に
被
保
険
者
証
を

交
付
し
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

毎
年
７
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
７
月
中
に
、
８
月
か
ら
翌
年

７
月
末
ま
で
有
効
の
新
た
な
被
保

険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

■
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
H
０
５
９
・
２
２
１
・

６
８
８
３
、
同
６
８
８
４
、
\

h
ttp
:/
/
w
w
w
.7
5
ir
y
o
.

b
iz
-w
e
b
.jp
/

）

■
明
和
町
役
場

町
民
課
保
険
年

金
係
（
H
52
・
７
１
１
４
）

◇
　
　
　
　
　
◇

※
県
政
だ
よ
り
１
月
号
（
概

要
）
・
広
報
め
い
わ
２
月
号
（
資

格
・
保
険
料
関
係
）
に
も
関
連
記

事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

表１ 　入院時食事療養費 

現役並み所得者、一般（下記以外の人） 

低所得者 Ⅰ 

所　得　区　分 

低所得者 Ⅱ 
90日までの入院 

過去12か月で90日を超える入院 

食　費 

260円 

210円 

160円 

100円 

※低所得者 Ⅱ ＝世帯全員が住民税非課税の人 
　低所得者 Ⅰ ＝世帯全員が住民税非課税で、世帯の所得が一定基準以下の人 

表２ 　入院時生活療養費 

現役並み所得者、一般（下記以外 
の人） 

低所得者 Ⅰ 

所　得　区　分 

低所得者 Ⅱ 

※注＝保険医療機関の施設基準などによって、420円の場合もあります。 

老齢福祉年金受給者 

食     費 
(１食当たり)

居 住 費 
(１日当たり)

460円 
※注 

320円 
210円 

130円 

100円 0円 

表３ 　高額療養費 

現役並み所得者 

低所得者 Ⅰ 

所　得　区　分 

低所得者 Ⅱ 

44,400円 

12,000円 

 8,000円 

 8,000円 

※注１＝「＋１％」は、医療費が267,000円を超えた場合に、超過額の 
　１％を追加負担 
※注２＝「(44,400円)」は 、 過去12月以内に３回以上高額療養費の支給を 
　受け、４回目の支給に該当する場合の限度額 

表４ 　高額介護合算療養費 
         合算する場合の自己負担限度額(年額)

現役並み所得者 

低所得者 Ⅰ 

所　得　区　分 

低所得者 Ⅱ 

※平成20年度は、経過措置があります。 

670,000円 

560,000円 

310,000円 

190,000円 

一般 

一般 

外来の限度額 
  (個人単位)

外来 ＋ 入院の限度額 
       (世帯単位)

後期高齢者医療制度＋介護保険 

80,100円＋１％　 ※注１ 
(44,400円)　　　 ※注２ 

44,400円 

24,600円 

15,000円 
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平
成
20
年
４
月

制
度
一
部
見
直
し
の
お
知
ら
せ

保
険
税
納
付
方
法
の
変
更
な
ど

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
保
険
医
療
を
受
け
ら
れ

る
た
め
の
、
大
切
な
医
療
保
険
制
度
で
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
保
険
税
納
付
方
法
の
変
更
や
退
職
者
医
療

制
度
対
象
年
齢
の
変
更
な
ど
、
制
度
の
一
部
が
見
直
し
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
税

納
付
方
法
の
変
更

世
帯
主
の
年
金
か
ら

天
引
き
（
特
別
徴
収
）

被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75

歳
未
満
の
世
帯
の
場
合
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
、
世
帯
主
の
年
金
か

ら
の
国
民
健
康
保
険
税
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
が
始
ま
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
個
別

に
保
険
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
（
普
通
徴
収
）。

①
世
帯
主
が
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
以
外
の
場
合

②
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の

場
合

③
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
年
金

天
引
き
額
の
合
計
額
が
、
年
金

の
年
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る

場
合

70
歳
〜
74
歳
の
皆
さ
ん

医
療
費
自
己
負
担
割
合
を

１
割
に
据
え
置
き

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
の
１
年
間
、
70
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
が
、
保
険

医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
い
た
だ

く
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、

現
行
制
度
ど
お
り
「
１
割
」
に
据

え
置
か
れ
ま
す
。

な
お
、
既
に
３
割
負
担
の
人
、

平
成
20
年
４
月
以
降
の
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
の
対
象
と
な
る

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
人
を
除
き
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
制
度
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
本
紙
６
〜
７
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

義
務
教
育
就
学
前
の

子
ど
も
ま
で

医
療
費
の
自
己
負
担

２
割
枠
を
拡
大

現
行
制
度
で
は
、
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
を
２
割
と
す
る
対
象

年
齢
は
「
３
歳
未
満
」
で
す
が
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
こ
の
対
象

枠
が
「
義
務
教
育
就
学
（
小
学
校

入
学
）
前
」
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
義
務
教
育
就
学
（
小
学
校
入
学
）

前
＝
６
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
。

退
職
者
医
療
制
度
の

対
象
年
齢
の
変
更

現
行
制
度
で
は
、
会
社
な
ど
を

退
職
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
、
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
な

ど
）
を
受
け
ら
れ
る
75
歳
未
満
の

人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
「
退
職
者

医
療
制
度
」
で
保
険
医
療
を
受
け

ま
す
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、

そ
の
対
象
年
齢
が
「
65
歳
未
満
」

に
変
わ
り
ま
す
。

65
歳
に
な
る
と
、
一
般
の
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
と
な
り
ま

す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
町
役
場
町
民
課
保
険
年
金

係
（
H
52
・
７
１
１
４
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農地の売買、貸借、転用などをするときは、農地法に基づき、事前に申請・許可

が必要です。

これまで、農地法に基づく各種申請は、毎月20日締め切りで受け付けてきました

が、平成20年３月以降は、毎月末日締め切りに変更になります（ただし、11月・

12月分は従来どおり各月20日締め切り）。

一部許可事務が県から 町農業委員会に権限委譲

県知事が行なっていた農地転用許可事務の一部が権限委譲され､平成20年４月１

日から明和町農業委員会に移ります。
■権限委譲する事務 面積２ヘクタール以下の農地転用の許可およびこれに付随す

る事務

※農地転用などについて、詳しくは町農業委員会事務局（H52・７１４９）へお問

い合わせください。

農地転用申請などの毎月の締め切り　毎月末日に変更
町農業委員会

国

民

健

康

保

険
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広報めいわ　広報めいわ　2008年3月号月号 広報めいわ　2008年3月号 

平
成
20
年
４
月
以
降
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
現
行
の
月
額
１
万

４
１
０
０
円
か
ら
３
１
０
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
４
４
１
０

円
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
29

年
度
ま
で
の
間
、
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
年
々
の
引
き
上
げ
額
は
、

今
後
の
賃
金
上
昇
率
に
よ
っ
て
変

化
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の

口
座
振
替

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
と
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く

手
間
と
時
間
が
省
け
、
自
動
引
き

落
と
し
に
よ
っ
て
、
納
め
忘
れ
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
保
険
料
納
付
の
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

早
割
（
は
や
わ
り
）
は

月
額
50
円
割
引

通
常
の
口
座
振
替
の
場
合
（
当

月
保
険
料
を
翌
月
末
に
引
き
落
と

し
）
は
、
定
額
の
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
口
座
振
替

を
「
早
割
（
は
や
わ
り
）
」
に
し

た
場
合
（
当
月
保
険
料
を
当
月
末

４
月
か
ら

月
額
１
万
４
４
１
０
円
に

２
月
13
日
、
平
成
20
年
第
１
回

明
和
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

臨
時
会
で
は
、
町
道
の
工
事
請

負
契
約
変
更
議
案
２
案
件
を
審
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
平
成
19
年
度
地
特
―
１
地
方
特

定
道
路
整
備
事
業
　
明
和
中
央

線
交
差
点
改
良
工
事
請
負
契
約

の
変
更

■
平
成
19
年
度
交
付
―
１
地
方
道

路
交
付
金
事
業
　
前
野
・
川
尻

線
自
歩
道
整
備
工
事
請
負
契
約

の
変
更

平
成
20
年
第
１
回
町
議
会
臨
時
会

町
道
の
工
事
請
負
契
約
変
更
議
案

２
案
件
を
審
議
・
可
決

国

民

年

金

社会保険庁では、年金記録の調査・確認、記録の統合を目的として「ねんきん特別便」を、順次送付し

ています。

現在「基礎年金番号の記録と、統合する可能性がある記録が出てきた皆さん」を対象に、ねんきん特別

便を送付しています。

また、年金受給者の皆さんには、平成20年４月から５月までの間に、また、現役加入者の皆さんには、

同年６月から10月までの間に、順次ねんきん特別便を送付します。

皆さんのお手元に、ねんきん特別便が届きました場合は、お勤め先や加入・脱退の期日などについて、

記載漏れや誤りがないかを十分にご確認いただき、訂正の有無を「確認はがき」でご連絡ください。

皆さんには大変お手数をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

なお、ねんきん特別便に関して、ＡＴＭ（現金自動預け払い機）の操作をお願いすることはありません

ので、ご注意ください。

詳しくは、ねんきん特別便専用ダイヤル（H０５７０・０５８・５５５）、松阪社会保険事務所（H０５

９８・51・５１１７）、または社会保険庁ホームページ（\h t t p : / / www . s i a . g o . j p /）へお問い合わ

せ・ご確認ください。

※一般の年金相談の場合は、松阪社会保険事務所、または、ねんきんダイヤル（H０５７０・０５・１１

６５）へお問い合わせください。

に
引
き
落
と
し
）
は
、
月
額
50
円
、

年
間
で
６
０
０
円
が
割
引
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
２
月
か
ら
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
保
険

料
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
早
割
は
適
用
で
き
ま
せ

ん
）。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振

替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
松
阪
社
会

保
険
事
務
所
（
H
０
５
９
８
・

51
・
５
１
１
７
）
、
ま
た
は
町
役

場
町
民
課
保
険
年
金
係
（
H
52
・

７
１
１
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ね ん き ん 特 別 便 を 順 次 送 付 し て い ま す
年 金 記 録 を 十 分 に ご 確 認 く だ さ い 　 社会保険庁



●
春
色
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
！

春
を
感
じ
さ
せ
る
「
い
ち
ご
タ

ル
ト
」
な
ど
を
作
り
ま
す
。

■
と
き

４
月
10
日
9

午
前
の

部
＝
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

各
10
名
（
先
着
順
）

今
月
の
ひ
と
ま
ち
ふ
れ
あ
い
企
画

【
楽
し
い
手
作
り
教
室
】

10

人権課 H52-7116、I52-7133

町人権センター H・I55-3052

学校教育課 H52-7123、I52-7133

生涯学習課 H52-7124、I52-7133

ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
が

７
個
ま
た
は
15
個
集
ま
っ
た
人

で
、
ま
だ
賞
品
交
換
を
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
次
の
と
お
り
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

■
交
換
締
め
切
り
日

３
月
28
日

:
■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー
＝

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

■
そ
の
ほ
か

平
日
の
受
け
取
り

が
困
難
な
場
合
は
、
事
前
に
町

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

※

詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ

ー
（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
。

ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
賞
品
交
換

■
講
師

瀧
川
陽
子
さ
ん

■
参
加
費

６
５
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
ふ
き
ん
・
持
ち
帰
り
用
の
箱

■
申
し
込
み

３
月
24
日
6
〜
28

日
:

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●

伊

勢

型

紙

伊
勢
型
紙
で
、
こ
い
の
ぼ
り
な

ど
を
作
り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
型

紙
か
ら
、
好
き
な
一
枚
を
お
選
び

く
だ
さ
い
。

■
と
き

４
月
14
日
6

午
後
１

時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

18
人
（
先
着
順
）

■
講
師

山
中
師
之
さ
ん

■
参
加
費

３
５
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

■
持
ち
物

新
聞
紙

■
申
し
込
み

３
月
31
日
6
〜
４

月
４
日
:

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

※
各
教
室
と
も
、
受
講
資
格
は
町

内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
と
し
ま

す
。
申
し
込
み
・
詳
し
く
は
、
町

人
権
セ
ン
タ
ー
（
H
55
・
３
０
５

２
）
へ
。

人
権
が
尊
重
さ
れ

「
明
る
く
住
み
よ
い
め
い
わ
」
を

実
現
す
る
た
め
に

明
和
町
で
は
、
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）
３
月
に
「
人
権
尊

重
の
町
」
を
宣
言
し
て
、
す
べ
て
の
町
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

「
明
る
く
住
み
よ
い
め
い
わ
」
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
１
月
４
日
に
差
別
落
書
き
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

明
和
町
で
は
再
発
防
止
の
た
め
に
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

21
世
紀
は
、「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
差
別
を
見
抜
き
、
許
さ
な
い
人
権
感

覚
と
行
動
力
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

明
和
町
と
し
て
、
い
っ
そ
う
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

人権センターの各種サークル会員を募集
町人権センターでは、会員の皆さんが自主運営する各種サークルの

参加者を次のとおり募集します。

●お菓子作りサークル（新設）

■開催回数 年６回

■定員 10名（先着順）

■参加費 年間3,000円（保険料含む）。別途、材料代として1,000円程度

●太極拳サークル

■開催日・時間 月２回　第２・第４水曜日の午後１時30分～２時30分

■参加費 年間3,000円（スポーツ保険料含む）

●着付けサークル

■開催日・時間 年９回　開催月の第２土曜の午前10時～11時30分

■参加費 年間3,000円（保険料含む）

※いずれのサークルも参加資格は、町内在住の20歳以上の人とします。

参加を希望される人は、３月28日U（土曜・日曜日、祝日を除く）まで

の午前９時～午後５時の間に、町人権センターまで申し込みください。

※詳しくは、町人権センター（]55・3052）へ。
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広報めいわ　広報めいわ　2008年3月号月号 広報めいわ　2008年3月号 

交
通
安
全
指
導
員
を
募
集

あ
な
た
も
「
と
ま
と
ー
ず
」
で

活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

松
阪
多
気
地
区
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
子

ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
交
通
安
全
教
育
の
指
導
や
交
通
安
全
広
報
を

担
っ
て
い
た
だ
く
、
交
通
安
全
指
導
員
「
と
ま
と

ー
ず
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

３
月
３
日
6
〜
31
日
6
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
募
集
人
数

若
干
名
（
面
接
の
う
え
選
考
）

■
応
募
資
格

18
歳
以
上
（
高
校
生
は
不
可
）
で
、

普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
人

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
、
事

務
局
（
松
阪
市
役
所
安
全
防
災
課
内
）
ま
で
持

参皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
「
交
通
安
全
の
と
ま
と
ー

ず
」
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
多
気
地
区
交
通
安
全
対
策
会

議
事
務
局
（
松
阪
市
役
所
安
全
防
災
課
安
全
対
策

室
内
H
０
５
９
８
・
53
・
４
０
６
１
）
へ
。

１月16日 
  ～２月15日 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

71件 

11件 

10人 

0人 

60件 

105件 

16件 

16人 

0人 

89件 

＋22件 

－5件 

－9人 

重傷者数 2人 2人 ＋1人 

±0人 

＋27件 

■町内の交通事故発生状況（平成20年２月15日現在） 

～ 点めつだ　一度止まって　次の青 ～ 

本年１月 
  からの累計 

３月１日VV～７日UU

春の全国火災予防運動

春の全国火災予防運動が、３月１日V から７日U

までの１週間にかけて実施されます。

この運動は、空気が乾燥し火災が発生しやすい時

季を迎えるにあたり、火災予防の一層の普及を図り、

火災の発生を予防し、火災による死傷者や損失を防

ぐことを目的に、毎年実施されています。

【運動の重点目標】

①住宅防火対策の推進

②放火火災、連続放火火災防止対策の推進

③特定防火対象物などにおける防火安全対策の徹底

④林野火災予防対策の推進

⑤乾燥時および強風時の火災発生防止対策の推進

あなたの大切なものを奪っていく火災、ちょっと

した注意、心がけで防ぐことができます。

※詳しくは、松阪地区広域消防組合明和消防署（]

52・5600）へ。

住宅用火災警報器を設置しましょう
～既存の住宅の設置期限は５月31日です～
住宅火災による死者の約６割は、逃げ遅れによるもので、

火災の発生にいち早く気付くことが重要です。この逃げ遅

れを防止するために、消防法および松阪地区広域消防組合

の火災予防条例により、すべての住宅に「住宅用火災警報

器」の設置が義務付けられています。

新築の住宅は、平成18年６月１日から設置が義務付けら

れています。既存の住宅には、平成20年５月31日までに設

置されていなければなりません。

※詳しくは、松阪地区広域消防組合明和消防署（]52・

5600）へ。

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
松
阪
市
役
所
（
安
全
防
災

課
）
＝
偶
数
月
の
第
１
金
曜
日

（
４
月
４
日
・
６
月
６
日
・
８

月
１
日
・
10
月
３
日
・
12
月
５

日
・
平
成
21
年
２
月
６
日
）
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時

②
伊
勢
市
役
所
（
広
報
広
聴

課
）
＝
奇
数
月
の
第
３
水
曜
日

（
５
月
21
日
・
７
月
16
日
・
９

月
17
日
・
11
月
19
日
・
平
成
21

年
１
月
21
日
・
３
月
18
日
）
午

無
料
交
通
事
故
巡
回
相
談
の
日
程

後
１
時
〜
３
時

■
料
金

無
料

■
そ
の
ほ
か

予
約
不
要
。
相
談

さ
れ
る
人
は
、
交
通
事
故
の
状

況
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
、
事
故
証
明
、
説
明
書
な
ど

の
書
類
を
事
前
に
準
備
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
県
生
活
部
交
通
安

全
室
（
H
０
５
９
・
２
２
４
・
２

４
１
０
、
I
０
５
９
・
２
２
８
・

４
９
０
７
）
へ
。

県
の
交
通
事
故
相
談
窓
口
で
は
、
平
成
20
年
度
の
交
通
事
故
巡
回

相
談
を
、
次
の
予
定
で
実
施
し
ま
す
。
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総人口 

男 

女 

総世帯 

23,308人　 

11,275人　 

12,033人　 

7,683世帯 

２月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

22人 

29人 

24人 

32人 

１月中の増減 

 

平
成
19
年
度
公
民
館
講
座
・
同

好
会
の
閉
講
式
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

発
表
会
で
は
、
講
座
生
や
同
好

会
生
の
芸
能
発
表
や
作
品
展
示
を

行
い
ま
す
。

■
と
き

３
月
15
日
;

式
典
＝

午
前
９
時
30
分
〜
　
発
表
会
＝

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ

町
中
央
公
民
館
大
集

会
場

※
詳
し
く
は
、
町
中
央
公
民
館

（
H
52
・
７
１
３
２
）
へ
。

町
で
は
、
役
場
な
ど
で
事
務
の

補
助
を
す
る
臨
時
事
務
補
助
員
の

登
録
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
臨
時
職
員
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
任
用
は
、
各
職
場
で

臨
時
職
員
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
、
随
時
行
い
ま
す
。
任
用
条
件

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
勤
務
先

役
場
及
び
隣
接
す
る

公
共
施
設

■
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

■
賃
金

日
額
５
８
０
０
円
程
度

■
応
募
資
格

①
高
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
人
②
パ
ソ
コ

ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

が
使
え
る
人

■
募
集
期
間

随
時
登
録
（
土
曜

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

【
Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ
】

■
と
き
・
対
象
児

３
月
13
日

9
＝
平
成
17
年
８
月
生
ま
れ
、

４
月
17
日
9
＝
平
成
17
年
９
月

生
ま
れ

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で
に

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

３
月
７
日

:
＝
平
成
18
年
８
月
生
ま
れ
、

４
月
11
日
:
＝
平
成
18
年
９
月

生
ま
れ

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

３
月
14
日

:
＝
平
成
16
年
８
月
生
ま
れ
、

４
月
18
日
:
＝
平
成
16
年
９
月

生
ま
れ

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

役
場
の
臨
時
事
務
補
助
員

臨

時

職

員

登

録

の

募

集

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

乳

幼

児

の

健

康

診

査

な

ど

平
成
19
年
度

公
民
館
講
座
・
同
好
会

閉
講
式
開
催
の

お
知
ら
せ

おお

知知

らら

せせ

ココ

ーー

ナナ

ーー

分
〜
午
後
５
時
）

■
登
録
方
法

総
務
課
で
任
用
・

登
録
要
領
と
登
録
申
請
書
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出

■
そ
の
他

①
臨
時
職
員
任
用
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
に
連
絡
し

ま
す
。
②
途
中
で
登
録
の
取
り

消
し
（
他
へ
の
就
職
な
ど
）
を

す
る
場
合
に
は
、
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す

※
詳
細
は
登
録
時
に
説
明
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
H

52
・
７
１
１
１
）
へ
。

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
と
き
・
対
象
者

３
月
21
日

:
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま

せ
ん

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

相
談
す
る
方
の
名

前
（
子
ど
も
の
場
合
は
生
年
月

日
）
・
電
話
番
号
を
、
前
日
ま

で
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
H
52
・
７
１
２
７
）
へ
。
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●町県民税・×

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・1 2期

●介護保険料・1 2期

納税は忘れず！

今月は下記のとおりです

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
明
和
Ｆ

Ｃ
（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）
で

は
、
次
の
と
お
り
部
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

入
部
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
体
験
入
部
も
大
歓

迎
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
好
き
の
子
ど
も
た

ち
、
ぜ
ひ
明
和
Ｆ
Ｃ
の
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

原
則
と
し
て
、
町
内
の

男
子
小
学
生
（
１
〜
６
年
生
）

■
練
習
日
・
時
間

毎
週
土
曜

日
、
午
前
９
時
〜
正
午

■
練
習
場
所

明
和
中
学
校
第
２

グ
ラ
ウ
ン
ド

■
会
費

半
期
で
５
０
０
０
円

（
小
学
校
３
年
生
以
下
は
３
０

０
０
円
）
、
傷
害
保
険
費
５
０

０
円
（
１
年
分
）

■
代
表

市
野
博
史
さ
ん

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
総
合
体
育
館
内
　
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
H
52
・
７
１
３

０
）
、
ま
た
は
松
井
孝
治
さ
ん

（
H
52
・
１
７
４
３
）

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
な

ど
の
多
重
債
務
に
悩
ん
で
い
る
人

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
、
司
法

書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
と
き

３
月
24
日
6

午
後
５

時
30
分
〜
８
時
30
分
（
受
け
付

け
は
、
午
後
８
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ

松
阪
市
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
（
松
阪
市
本
町
２
１
７

６
番
地
）
人
材
育
成
講
座
室

※
詳
し
く
は
、
事
務
局
の
鈴
木
久

志
さ
ん
（
H
０
５
９
８
・
23
・
４

６
３
８
）
ま
た
は
安
川
浩
二
さ
ん

（
H
０
５
９
８
・
21
・
３
７
５
５
）

へ
。

６月から自動販売機でのたばこ購入に

専用ＩＣカードが必要になります
YY日本たばこ協会

未成年者の喫煙防止の取り組みの一環として、三

重県のたばこ自動販売機は、平成20年６月までに

「成人識別自動販売機」に変わります。

この自動販売機でたばこを購入する際は、成人の

みに発行する専用のＩＣカード「ｔａｓｐｏ（タス

ポ）」が必要となります。

Y日本たばこ協会では、このＩＣカードの発行申

し込みを受け付けています。申込書は、たばこ販売

店の店頭などに備えてあります。

※詳しくは、ｔａｓｐｏ（タスポ）ダイヤル

（]0120・222・180、通話料無料）、またはｔａｓｐｏ

（タスポ）ホームページ（\http://www.taspo.jp）

へお問い合わせ・ご確認ください。

平
成
19
年
度
の
年
度
末
と
な
り
ま
し
た
。
税
金
の
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
紛
失
し
て

手
元
に
な
い
場
合
は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
税
務
課
ま
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
、
教
育
、
道
路

や
公
共
施
設
な
ど
の
建
設
・
維
持
管
理
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
に
な
り
ま
す
。
必
ず
納
期
限
内
に
納
付
を
し
て

く
だ
さ
い
。

町
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と
、
延
滞
金
の
徴
収
や
財
産
（
給
与
・
不

動
産
な
ど
）
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
納

付
さ
れ
な
い
と
、
法
律
に
基
づ
い
た
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

納
付
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、
延
滞
金
が
増
え
、
滞
納
し
た
人

の
負
担
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
納
付
書
が
届
い
た
ら
納
期
限
内
に
、

督
促
状
な
ど
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
、
納
付
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
生
活
困
窮
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
税
金
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
役
場
税
務
課
ま
で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

町
税
な
ど
の
口
座
振
替
は
、
次
の
金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。多

気
郡
農
業
協
同
組
合
・
百
五
銀
行
・
三
重
県
信
用
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
・
三
重
信
用
金
庫
・
第
三
銀
行
・
中
京
銀
行
・
三
重
銀

行
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
通
帳
及
び
通
帳
の
届
出
印
を
持
参
の
上
、

税
務
課
ま
た
は
右
記
の
金
融
機
関
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
町
税
な
ど
の
支
払
い
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
庶
務
管

町

税

な

ど

の

納

付

は

口

座

振

替

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

明
和
Ｆ
Ｃ
（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

部
員
を
募
集
中

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど

無
料
相
談
会
を
開
催

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 



ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ３月23日P 午後２時～　絵本「み

んなびっくり」「わたしのワンピース」、紙芝居

「だんごひょいひょい」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【３月の休館日】

３日Q・10日Q・17日Q・20日T・24日Q・28日

U・31日Q

●図書館員によるお話し会

３月27日T 午前11時～11時30分　乳幼児と保

護者向けのお話し会。０歳児からでも大丈夫です。

※詳しくは、ふるさと会館（H52・7131）へ。

３日Q 行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）

17日Q 心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●古代の香り体験―お香の話と練香づくり―

京都の香老舗から講師を招き、お香の歴史を学ん

で、練香（ねりこう）づくりを体験します。香木な

どの天然香料を使ったお香です。

■とき ３月９日P 午後１時～３時

■参加費 2,800円

■定員 40名

●草もちづくり

平安時代の人々が食べた草もちは蓬(よもぎ)では

なく、母子草（ははこぐさ）を使いました。母子草

を摘んで草もちづくりを体験します。

■とき ３月20日T 午後１時～３時

■参加費 500円

■定員 20名

※ただいま、予約受け付け中です。申し込み・お問

い合わせは、いつきのみや歴史体験館（H52・

3890）へ。

1414
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【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp
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今月のお話会・ふるさと会館

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

■最大震度別地震回数（平成20年１月11日～２月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

62 32 9 1 1 0 0 0 0 105

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３月16Pに、

県内29市町対

抗の駅伝大会が

開催されます。

午前９時に県庁

前をスタート

し、伊勢市の県

営総合陸上競技

場までの42.195㌔を10区間で競われます。

小学校５・６年生の男女、中学生の男女、16

歳以上ジュニアの男女、20歳以上の男女、40歳

以上の男子と13歳以上の一般女子の10人の走者

がタスキをつなぎます。

明和町内では、県道鳥羽松阪線がコースで、

金剛坂の交差点の近くに第８中継所が設置され、

一般女子から中学生女子にタスキが渡されます。

明和町では、12月に開催された町駅伝大会の

出場選手から、この駅伝に出場する選手の皆さ

んを選考させていただきました。明和町を代表

して走ります。町内を通過の際は、沿道でのご

声援をお願いします。

「美し国三重市町対抗駅伝」大会

明和町チーム

今月の心配ごと相談・保健福祉センター

善 意 を あ り が と う
図 書 カ ー ド の 寄 付

匿名の人から、ふるさと会館に図書カー
ド10万円分をご寄付いただきました。
ありがとうございました。

町
代
表
の
小
学
生
の
皆
さ
ん


